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と
人
差
渭
で
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転
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る
よ
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に
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。

黒
　
掌
で
頭
の
上
か
ら
構
へ
撫
て
降
す
、
髪
の
黒

さ
を
表
わ
し
た
も
の
。
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「腕
利
さ
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と
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手
ま
た
。
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争
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き
を
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た
両
手
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上
下

げ叙『嘲費報いに籍榊っ右側につける。
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毛
　
親
指
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け
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仙
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四
指
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指
頭
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さ
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右
手
を
、
た
腕
の
上
に
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せ
て
、
手
甲

辺
り
ま
で
移
動
さ
せ
る
。
腕
に
伸
び
た
毛
。

警
戒
　
人
差
■
と
中
指
を
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げ
て
　
そ
の
指
頭
を

限
の
前
に
も

っ
て

，
ぎ
　
僅
か
に
左
右

に
動

か

せ

る
、

「
監
督
」
の
手
ま
れ
と
向
し
要
領
。
眼
を
左
右

に
前
る
ま
情
．

計
画

　
「
か
た
づ
け
る
」
の
手
ま
ね
と
同
じ
。

警
官
　
猥
市

（徽
章
）
―
―
男
性
．
警
官
の
制
帽

の
大
と
い
徴
車
が
印
家
的
な
こ
と
か
ら
、
家
役
さ
れ

た
も
の
。

景
気
　
の
　
景
気
が
よ
い
。
商
い
―
―
よ
い
．
０

不
景
気
。
商
い
―
―
薔
い
。

経
験
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を
内
側
に
向
け
て
五
指
の
指
頭
を
左
に

さ
し
た
右
手
。
掌
を
内
側
に
向
け
ｉ
指
の
指
頭
を
右

に
さ
し
た
た
手
。
■
ず
右
手
掌
を
左
手
の
手
中
に
び

っ
た
り
と
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け
　
次
に
よ
手
掌
を
着
手
の
手
甲
に
び

っ
た
り
と
つ
け
て
は
ま
た
着
手
掌
を
た
手
の
手
甲
に

と
二
三
度
繰
返
す
。
つ
ま
り
両
手
を
枚
に
電
ね
合
わ

す
の
で
あ
る
。
事
を
貴
な
り
重
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た
即
ち
経
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と
な

る
よ
で
あ
る
。
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と
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要
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」

の
手

ま
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省
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建
物

。

計

算
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」

と
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手

ま
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事

　
事

を
内
側

に
し

た
た

手

の
人

差
指

と
中
指

の
指

頭

を
右

に
さ
し

、
そ

れ

に
享

を
前

に
向

け

た
右

手

の
人

差
指

と
■

Ｆ

の
指
頭

を
上

に
さ
し

た

の
を
組

み
合

わ

せ

　

「
刑
」

の
文

字

の
扁

を

つ
く

る
。
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示

　

五
指

の
指

頭

を
上

に
さ
し

掌

を
前

向

け

に

し

た
た
手

の
学

の
下
部

に
、

指
頭

を
■

に
さ
し

た
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手

の
人

三
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の
指

頭

を

つ
け

て
、　
少

し

上

へ
さ

し

上

げ

る
。　
左
手

掌

は
掲

ホ
，

、　
右
手

の

親

指

は

掲

一不
板

に

つ
け

た
柄

〈
脚

）

と
見

る
が

よ

い
。

ブ

ラ

カ
ー

ド
な
ら
更

に
頭

の
上

辺
り

さ
し
上

げ

る
。

「
看

板
」

「
広

告
」

「
宣
伝

」

フ
‘
間
い
」

の
声

味

に
も
な

る
。芸

肴
　

両
手

で
三

ホ
線
を
鳴

ら
す
身

振

を
し

て
、

「
女

性
」

を
示

す

が
よ

い
．

簗
蔑
　
た
手
で
表
わ
し
た

「
場
性
」

（或
は

「女

性
」
）
の
指
頭
の
上
を
右
手
の
掌
て
下
へ
押
し
下
げ

る
。

「故
う
」
の
反
対
の
身
振
．

新″は
「器針け」「れ”』〔“』は４」に

く
わ
て
嘔
く
鳴
む
真
似
。
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果
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り
」
と
同
じ
手
ま
れ
で
表
わ

す
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婚

　

「夫
婦
」
を
見
よ
．

下
駄
　
「
足
駄
」
の
手
ま
れ
の
要
領
て
掌
を
下
向

け
に
し
た
左
手
を
下
駄
の
台
と
し
て
　
右
手
の
●
を

縦
に
し
た
の
を
下
駄
の
歯
と
し
て
、
オ
事
の
下
に
前

そ
し
て
後
に
つ
け
る
．

決
議
　
会
議
―
決
め
る
．

月
綸
　
月
―
―
給
金
。

傑
作
　
優
れ
る
―
絵

（
或
は
小
説
　
彫
刻
な
ど
）

決
算
　
終
リ
ー
計
算
．

月
謝
　
習
う
１
月
―
お
礼
―
お
金
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